

















































































































































































































































































































































































































































































　1950年 3 月 5 日に作成された外交部の「人事
制度と外事人員守則」（以下： 3 月 5 日案）に
おいても，人事処の業務制度について，以下の
ような改正案を掲げた。
1 …．処務会議は週に 1 回を開催し，上級機
関の指示を伝達，または全処の業務計画
を検討して，その総括を行う。
2 …．全処の職員大会は， 1 か月に 1 回開催
する。
















































































































































出典：「外交部人事統計表及人事通報」中国外交部档案，122-00446-01，1952年 9 月 1 日〜1952年12月30日，
「人事月通報」中国外交部档案，122-00360-04，1950年 6 月16日〜1950年12月30日，「一九五一年人事通報」
中国外交部档案，122-00418-01，1951年 2 月12日〜1951年11月30日，「外交部情報司工作人員工資津貼評定表」
中国外交部档案，122-00511-01，1952年 7 月 1 日〜1952年 7 月30日，「外交部亜洲司工作人員工資津貼評定表」
中国外交部档案，122-00511-02，1952年 7 月 1 日〜1952年 7 月30日，程遠行『風雲特使−老外交家王炳南』
中国文聯出版社，2001年，127-170頁，凌青『从延安到聯合国　凌青外交生涯』福建人民出版社，2008年，
75-85頁に基づき筆者が作成した。
注記 1：図 2 は複数の中国外交部档案と当事者の回想録によって作成された。特に一部の档案は手書きの上，
文字の判読が難しく，筆者の筆写による資料に基づいて作成されたため，一部の担当者名に誤記の可能性
がある。
注記 2 ：1952年 6 月当時，朝鮮戦争の対米交渉のために，外交部から多くの幹部と職員が朝鮮へ出向した。
図 2 には元の職名を保持したまま出向した職員の名前をそのまま掲載した。
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286 261 289 727 611
出典：「外交部人事统计表及人事通报」中国外交部档案，122-00446-01，1952年 9 月 1 日〜1952年12月30日，14頁。
注記 1 ：1951年以降，同一機関で 2 つの異なる人数が併記されているが，その理由については特に説明していない。当時の外交
部档案においては，各機関の定員と実際に所属している人数の両方を載せる慣例があり，表 1 はそれに従ったと推測される。た
だし，どちらが定員でどちらが実際の人数なのか，現時点では判断できない。
注記 2 ：表 1 の1949年10月の外交部本部機関の在職者数は，前述の外交部設立大会に参加した外交部の全職員170名余りよりも
100名ほど多い。この違いについて， 2 つの要因が考えられる。 1 つは，発足当初混乱のなか，職員情報カードの記入及び管理
が疎かになった結果生じた集計ミスである。もう 1 つは，外交部成立大会に参加した170名余りは外交部の幹部であり，勤雑人
員を含んでいない可能性である。少なくとも，表 1 は，勤雑人員も含むすべての人員が計上された。
注記 3 ：表 1 の1949年12月末の在職者数は，先述の「外交部人事処組織機構及工作総結報告」中国外交部档案，122-00392-01，
1950年 4 月 1 日〜1950年12月30日， 3 頁に記した1949年12月末の職員数（411名）と大きく下回る。この相違は，「外交部人事処
組織機構及工作総結報告」が海外に派遣した職員も含めて集計したために生じたと考えられる。














部の図（図 2 ）と図 1 を比較すれば，建国初期
の外交部における組織構築の変遷を理解しやす
くなる。
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Organizational Development of the Ministry of Foreign 
Affairs in the Early PRC Era:
Drawing from the Chinese Foreign Ministry's Archives 1949-52
ARAKAWA Yuki
This article examines how the Ministry of Foreign Affairs was formed between the founding of China to 
1952, and what changes and expansions were made along the way. This paper mainly draws from sources in 
the Chinese Foreign Ministry's Archive. As background, the Ministry of Foreign Affairs of the People’s 
Republic of China(PRC) was formed simultaneously with the PRC government on October 1, 1949. It was 
responsible not only for the Chinese government's diplomatic operations and Chinese foreign missions 
abroad, but also for establishing foreign affairs offices in each local government of the PRC. After its 
establishment, the Ministry of Foreign Affairs gradually secured places to work while addressing the severe 
problems faced immediately after the founding of the new government, eventually established foreign affairs 
offices in local governments throughout China. By the end of 1952, total staffing across the entire 
organization reached 1,000 people. This included executives and employees belonging to the headquarters, 
diplomats stationed overseas, clerical staff locally, etc. At the same time, the Ministry also established 
elementary basic policies and rudimentary personnel systems.
Key words:  China the Ministry of Foreign Affairs, Organizational Development, Chinese Foreign Ministry's 
Archives, Zhou Enlai, Wang Bingnan
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